
１ 刑法犯認知件数 前年同期比

３ 住宅侵入窃盗認知件数 前年同期比

４ 自動車盗認知件数 前年同期比

-526件（-10.7%）

-105件(-29.6%)

-112件(-54.4%)

○ 県民の生活を犯罪から守るための取組

+16件（+34.8%）

※重要犯罪：殺人・強盗・放火・不同意性交等・不同意わいせつ・略取誘拐・人身売買

治安概況

２ 重要犯罪認知件数 前年同期比

令和８ 年４月 2 0 日※統計には暫定値が含まれます。

○ 盗難車両の処分先であるヤードへの立入検査や行政処分を推進
○ 強固なハンドルロックやタイヤロックの活用など複数の防犯対策を呼び掛け
○ 高級SUVを対象に自動車盗を敢行していた被疑者３名を検挙（R8.2）

○ 県民に防犯対策等を直接働き掛ける「巡回連絡を活用した犯罪へのディフェンス力強化対策」を推進し、約60万世帯に実施
○ 県警察の防犯アプリ「いばらきポリス」（令和８年３月現在のダウンロード数約25万件）を活用し、タイムリーに情報発信
○ 犯罪総量抑制プランに基づく、犯罪の総量抑制対策を推進

○ 令和７年中の検挙率は98％で、全国値（86％）よりも高水準
○ 令和７年12月に水戸市加倉井町地内で発生した殺人事件について、鑑識や防犯カメラ解析等により被疑者を検挙（R8.１）
○ 令和８年１月にＪＲ水戸駅北口ロータリーで連続発生した傷害事件について、防犯カメラ解析等により被疑者を検挙(R8.2)

○ 令和７年中は県南・県西地域を中心に、夜間家人等の就寝時に侵入する手口（忍込み）による被害が増加
○ 住宅の常時施錠の習慣化、防犯フィルムの貼付や補助錠の取付け等による窓ガラスの強化を呼び掛け
○ 県西地域の一般住宅を対象に空き巣を敢行していた被疑者を検挙（R8.2）
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治安概況

５ 金属盗認知件数 発生場所内訳(令和７年中) 前年同期比

-113件(-22.9%)

６ 特殊詐欺認知件数及び被害額

８ サイバー犯罪相談件数 前年同期比

○ 多様化する脅威への対策

○ 総合的な交通安全対策

+54件
（+約6億0,060万円）

○ １件当たりの被害額が1,000万円を超える警察官騙りの詐欺が多発し、被害総額を押し上げ
○ 茨城県企業防衛対策協議会と特殊詐欺等の被害防止に関する協定を締結（R8.2）
○ SNS型投資ロマンス詐欺による犯罪収益を収受した被疑者２名を組織犯罪処罰法違反で検挙（R８.1）

○ 「光って 照らして Letʼs do it」、ハンドサイン運動、横断歩行者妨害の取締り等の歩行者事故防止対策を推進
○ 安全運転サポート車の普及啓発、運転免許の自主返納制度の周知等の高齢運転者の交通事故防止対策を推進
○ 自転車も含めた飲酒運転に対する厳正な取締りを推進し、Ｒ7年中981件（前年比＋139件）を検挙

令和８ 年４月 2 0 日

+30件
（+約１億
4,550万円）

+133件

○ 茨城県特定金属類取扱業に関する条例が全部改正され、取引時の身分確認等が厳格化（R7.4）
○ 金属買取業者への立入検査や行政処分、緊急配備支援システムを活用した検挙対策を推進
○ 県南地域で金属ケーブルを対象に窃盗を敢行していた被疑者２名を窃盗及び金属盗対策法違反で検挙（R8.2）

７ 人身交通事故件数等 前年同期比

+57件（+9人）

※数値は県警の集計による暫定値

SNS型投資・ﾛﾏﾝｽ詐欺の認知件数及び被害額

前年同期比

前年同期比

○ 令和７年中は不正アクセス等に関する相談を875件（前年比+328件）受理
○ 金融機関と連携した広報啓発、認証機能及び送金チェック機能の強化等のフィッシング対策を推進
○ フィッシング対策サービス提供企業と連携してフィッシングを早期検知し、被害拡大前に県民及び企業に注意を喚起

※ 令 和 ８ 年 ３ 月 ま で の 分 類 に 基 づ く
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令和８年茨城県警察運営重点

安全安心を実感できる「いばらき」の確立指針

社会の変化に対応し県民とともに歩む県民のための警察副題

重 点 項 目

○ 県民の生活を犯罪から守るための取組

・ 犯罪を予防するための取組の推進

・ 県民の生命、身体を脅かす事案への迅速・的確な対処

・ 多発する住宅侵入窃盗・自動車盗・金属盗の抑止及び検挙

の徹底

・ 匿名・流動型犯罪グループ等の犯罪集団・組織の壊滅

・ 様々な犯罪に関与する不法滞在・不法就労外国人への対策

の推進

○ 総合的な交通安全対策

・ 子供や高齢者をはじめとする道路利用者の安全の確保

・ 悪質・危険な運転者の取締りと早期の排除

○ 多様化する脅威への対策

・ 実空間との一体化が進むサイバー空間の脅威への適切な対処

・ テロ対策・技術情報等の流出防止対策の推進

・ 県民の命を災害から守るための対策の推進

・ 情勢の変化を見据えた組織基盤の整備
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令和８年度茨城県警察組織改編の概要

安全安心を実感できる「いばらき」の確立に向けて、県内の治安情勢に的確に
対応しつつ、犯罪や交通事故の総量抑制を推進するための組織体制を構築する。

基本方針

１ 匿名・流動型犯罪グループに対する戦略的取締りの強化

２ サイバー事案への対処能力の強化

３ 犯罪・交通事故の総量抑制対策の強化

(1) 多発犯罪の抑止や自動車・金属を取り扱うヤードの実態解明を
推進するため、生活安全部生活安全総務課に犯罪抑止対策係及び
ヤード対策係を新設

４ 業務の合理化・効率化の推進
ＩＴに関する知見・技能等を活用した業務の合理化・効率化や情

報システムの合理化・高度化等を一層推進するため、警務部情報管
理課を情報技術推進課に改組

(2) 犯罪収益の剥奪を推進するため、刑事部組織犯罪対策第一課に
犯罪収益対策係を新設

専門的な知識・技術が必要となるサイバー事案に的確に対処する
ため、生活安全部サイバー捜査課の捜査体制を拡充

(2) ドローンを活用して犯罪企図者の早期発見・確保等を推進する
ため、刑事部機動捜査支援課にドローン支援係を新設

(3) 自転車への交通反則通告制度の導入等に伴う安全教育や指導取
締り等の総合対策を推進するため、交通部交通総務課に自転車・
小型モビリティ対策係を新設

(1) 匿名・流動型犯罪グループに対する戦略的取締りを一元的に推
進するため、刑事部組織犯罪対策第一課のニセ電話詐欺対策室を
匿名・流動型犯罪グループ対策室に改組するとともに、捜査体制
を拡充

令 和 ８ 年 ４ 月 2 0日
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○ 令和８年度警察費当初予算案の概要について

１ 予算額

（単位：千円）

※ 人 件 費～職員給与費、退職手当、会計年度任用職員雇用費等

一般行政費～活動経費、庁舎等維持管理費、その他の諸費

投資的経費～交通安全施設整備費、警察施設整備費等

人件費

55,106

(76.8%)

一般行政費

9,766

(13.6%)

投資的経費

6,918

(9.6%) （単位：百万円）

令和８年度警察費内訳

令和８年度警察費当初予算は、717億9,010万９千円で、前年度と比較す

ると42億9,385万７千円（6.4％)の増となっており、その主な要因は、職

員給与費等の人件費が27億4,103万２千円（5.2％増 、古河警察署建設工）

事費等の物件費が15億5,282万５千円（10.3％増）となっています。

また、内訳は、職員給与費等の人件費が76.8％を占め、次いで活動経費

等の一般行政費が13.6％、交通安全施設整備費等の投資的経費が9.6％と

なっています。

増減率

警察費 71,790,109 67,496,252 4,293,857 6.4%

県予算 1,359,923,773 1,263,693,626 96,230,147 7.6%

令和８年度 令和７年度区　分 増減額
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２ 主な事業

本県の刑法犯認知件数は前年に比べて減少しましたが、依然として、匿名・

流動型犯罪グループ等の犯罪集団・組織が特殊詐欺等に関与し、県民に大きな

被害を与えているほか、住宅侵入窃盗・自動車盗・金属盗が全国の中でも高い

水準で発生しております。また、交通事故については、死者に占める高齢者の

割合が約６割と高い上、飲酒運転、妨害運転、暴走行為等を行う悪質・危険な

運転者も後を絶たない状況にあります。

こうした情勢を踏まえ、令和８年度当初予算では、多発する住宅侵入窃盗・

自動車盗・金属盗の抑止及び検挙をはじめとする犯罪総量抑制対策の強化等、

県民の生活を犯罪から守るための取組のほか、子供や高齢者をはじめとする道

路利用者の安全の確保等の総合的な交通安全対策に重点を置き編成しました。

新:新規事業、拡:拡充事業、犯:犯罪総量抑制対策強化関連事業(1) 治安対策の強化

【 】ア 自動車盗対策事業費 予算額：529,537千円
◆ 事業内容：自動車盗をはじめとする重要窃盗犯や重要犯罪の捜査に有効な緊
急配備支援システムの整備等

○ 緊急配備支援システム50基の更新
○ ヤード対策用カメラ15台のリース経費
○ よう撃捜査支援装置30台の運用管理
犯 捜査用ウェブカメラ57台の増強
犯 緊急配備支援システム（可搬型）25基の増強

【 】イ 安全安心まちづくり推進事業費 予算額：38,387千円
◆ 事業内容：防犯アプリ等を活用した情報発信による犯罪被害防止及び特殊詐
欺等の検挙活動の強化

〇 防犯アプリ等を活用した情報発信
○ 捜査支援用カメラ等特殊詐欺対策用資機材のリース経費

（ ） 【 】ウ 会計年度任用職員雇用費 ヤード警戒員 予算額：44,309千円

◆ 事業内容：自動車・金属を扱うヤードの実態解明

犯 ヤード警戒員（会計年度任用職員）10名増員及び車両５台のリース経費

【 】エ 捜査活動強化費 予算額：227,329千円

◆ 事業内容：捜査活動強化のための資機材整備

○ ＩＢＢＮを活用した捜査用ネットワークの運用

○ 取調べ録音・録画装置の更新

犯 捜査用ドローン２機の整備

犯 デジタル鑑識資機材（アプリ解析機）１式の整備

新 刑事手続ＩＴ化に伴い必要となる機材等の整備（ﾀﾌﾞﾚｯﾄ・取調室LAN工事）

新 預貯金照会システムの整備

オ 科学捜査推進費 【予算額：26,026千円】

◆ 事業内容：鑑識活動及び鑑定活動に使用する資機材整備

拡 ガスクロマトグラフ質量分析装置１台の追加整備
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【 】カ 警察署等建設整備費 予算額：3,631,864千円
◆ 事業内容：警察署の建て替え
○ 古河警察署 令和８年度事業計画：建設工事（３か年工事３年次）

（R4：基本設計、R5：実施設計、R6～R8：建設工事、R9:供用開始）
○ 石岡警察署 令和８年度事業計画：用地発掘調査、実施設計

（R6～R7：基本設計、R8：実施設計、R9～R11：建設工事、R11:供用開始）

【 】キ 交番・駐在所等建設整備費 予算額：11,687千円
◆ 事業内容：地区交番の建て替え（設計）
○ 令和８年度事業計画：地区交番１所(利根地区交番)の実施設計

ク 警察施設改修費 【予算額：165,568千円】

◆ 事業内容：警察施設の長寿命化を踏まえた計画的な改修

○ 令和８年度事業計画

・ 警察署長寿命化工事設計委託（牛久署・結城署）

・ 一般施設修繕

ケ 警察車両整備費 【予算額：126,609千円】
◆ 事業内容：警察機動力を確保するための警察車両の計画的な整備
○ 令和８年度更新整備計画
・ パトカー等四輪車 34台（うちPHEV車3台）

・ 原動機付自転車 11台

計 45台

コ 通信指令システム運営費 【予算額：508,853千円】
◆ 事業内容：110番通報や重要事案に迅速・的確に対応するための通信指令
システムの運営費

〇 通信指令システム機器のリース料及び通信回線料

〇 警察施設代表電話への音声ガイダンスの導入

【 】サ サイバー犯罪対策費 予算額：16,425千円

◆ 事業内容：サイバー犯罪捜査資機材の整備

〇 高性能解析用パソコンのリース経費

○ パソコン及び周辺機器の購入費、ソフトウェアライセンス料

【 】シ 外国人犯罪対策費 予算額：20,762千円

◆ 事業内容：不法滞在・不法就労の情報収集・取締りの強化

○ 民間通訳人旅費

犯 不法滞在・不法就労情報提供に係る広告（YouTube・新聞）

【 】ス 警察情報化推進費 予算額：1,595,648千円

◆ 事業内容：警察業務の合理化・高度化のための警察情報システムの運営費

〇 業務の合理化・高度化に向けたＩＴ環境の整備

○ 警察情報管理システムの維持管理（運転免許管理システム等計50業務）

新 生成ＡＩを用いた情報システムの整備
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( 2) 交通安全対策の推進

ア 交通安全施設整備費 【 予算額： 2, 627, 110千円】
◆ 事業内容： 交通事故を防止するとともに交通事故死者数を減少させるための
交通安全施設の重点的・ 効果的な整備

○ 令和８ 年度事業計画
・ 信号機新設 30基
・ 信号制御機更新 295基
・ 信号灯器Ｌ ＥＤ化 445式
・ 道路標識、 道路標示

イ 交通指導取締強化費 【 予算額： 62, 348千円】

◆ 事業内容： 飲酒運転取締資機材の整備等

○ 交通指導取締り ・ 事故処理用消耗品費、 機器点検・ 修繕料

拡 印字式アルコール測定器30台の整備

ウ 自動車運転免許事務費 【 予算額： 965, 846千円】

◆ 事業内容： 運転免許試験・ 更新等の適正な実施と県民の利便性向上に向けた取組

○ 運転免許センターエレベーター設置改修工事

拡 警察署等の運転免許更新手続の予約制導入に係るシステム改修

新 運転免許センター機械警備導入経費

エ 自動車運転免許講習費 【 予算額： 426, 198千円】

◆ 事業内容： 交通情勢や安全運転の知識等を習得させる講習及び悪質な運転者

等の危険性を改善させるための講習の実施、 外国人が運転免許を取得しやすい

環境の整備

○ 外国運転免許切替申請者滞留解消のための体制強化（ 会計年度任用職員４ 名）

拡 外国運転免許切替（ 特例国） の県南受付への対応（ 会計年度任用職員１ 名増員）
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犯罪の総量を抑制し、安心して暮らせる社会づくりを促進するため、ヤード警戒員や捜
査関係資機材を導入し、抑止と検挙の両面による対策を強力に推進します。

犯罪総量抑制対策強化関連事業（新規）

【Ｒ8当初予算額 121百万円】 警察本部警務部警務課（029-301-0110 内線2651）

ヤード警戒員

44百万円

  自動車・金属を取り扱うヤード
の実態解明・立入検査等を実施
するための人員の確保（10名）

捜査用ドローン

10百万円

  金属盗捜査、農作物盗難対策、
行方不明者捜索等に活用するた
めのドローンの整備（２基）

捜査用ウェブカメラ

20百万円

  主に自動車盗捜査での被疑者や
使用車両の特定・行動確認等に
活用するためのカメラの配備
（57台）

緊急配備支援システム

24百万円

  広域化・スピード化する犯罪の
早期検挙に活用するためのシス
テムの整備（25基）

デジタル鑑識資機材

23百万円

 特殊詐欺等で悪用される匿名ア
プリを解析するための資機材の
整備
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